プログラム
5月18日（土）
	1200 - 1730
	受　付


5月19日（日）
	0830 – 1300
	受　付

	1300
	開会式

開会の辞

　クリスター・ヒディアン
歓迎の辞

　松永勝也


ISA研究に関するヨーロッパと日本の概況
	座長:
1330
	クリスター・ヒディアン
ヨーロッパにおけるISA研究－現状と今後の課題－
オリバー・カーステン（イギリス）

	1400
	日本におけるISAの導入－研究状況、受容の可能性および実現過程－
谷口俊治

	ISAフィールド研究

	座長
1430
	オリバー・カーステン
都市部における大規模なアクティブアクセルペダル使用の効果

アンドラス・バーヘリ、マグヌス・ホェルムダール、ラルフ・リーサ、マグダ・ドラスコツィ、キリスター・ヒディアン、スベルカ・アルムクビスト（スウェーデン）

	1500
	スウェーデン、ルンド市のアクティブガスペダルを用いた大規模実験における車内観察結果
マグヌス・ホェルムダール（スウェーデン）

	1530
	ルンドISAフィールド実験に関する討論



	1600
	休　憩

	1630
	天候に関連したISA－最初の研究経験－
ハーリ・ペルトーラ（フィンランド）

	1700
	ソフトカーと安全交通システム－最高速度表示器、速度リミターおよび社会実験の展開－
小栗幸夫

（以上、日本交通心理学会大会との合同セッション）

	5月20日（月）

	0830 – 0900
	受　付


速度行動
	座長:

0900
	松永勝也

オーストリアの高速道路における週末の運転者の行動
クレメンス・カウフマン（オーストリア）

	0930
	先急ぎ運転は得か？-先急ぎ運転と安全運転をした場合の所要時間についての比較-
松木裕二・ 松永勝也・志堂寺和則

	1000
	休　憩

	1030
	GISとGPSによる速度調査
ムラーデン・グレデック（クロアチア）

	1100
	ASSISTにおける複数車両の管理
合志和晃・松永勝也・宮崎圭一・志堂寺和則・松木裕二

	1130
	オランダの交通計画－速度行動に重点をおいた道路の安全性－
ジュープ・クラーイ（オランダ）

	1200
	運転者の走行速度と反応時間の関連
布施智行・松永勝也・志堂寺和則・松木裕二

	1230
	昼　食


受　容
	座長:

1400
	谷口俊治
運転者の速度選択と任意ISAシステム利用の関連性の研究
サマンサ・ジャムソン（イギリス）

	1430
	ISAの受容
ラルフ・リーサ（オーストリア）

	1500
	休　憩


交差点、交通管制
	座長:

1530
	アンドラス・バーヘリ
ISAは許可されるか？「高度速度調整」の交通流への影響
ゲールティエ・ヘゲマン（イギリス）

	1600
	無信号交差点での衝突を回避する運転の改善方法
松永勝也・志堂寺和則・松木裕二・合志和晃・丸山謙司

	1630
	ISAの有効性評価－運転行動から交通流まで－ 
ジェロエン・ホゲマ（オランダ）


今後の実施計画
	座長:

1700
	ジュープ・クラーイ

交通安全の見地からみたISA実験計画―オランダにおける方法研究―
エリック・ドゥ・キービット、フローアティエ・ハーネマン（オランダ）

	1730
	閉会式

	
	


場　所

椙山女学園大学文化情報学部メディア棟

464-8662　名古屋市千種区星が丘元町17-3

Tel: +81 52 781 6348        Fax: +81 52 781 6651

問　合　先
ICTCT - International Co-operation on Theories and Concepts in Traffic Safety国際交通安全理論構想協会
事務局長: Ralf Risser

E-mail: ralf.risser@factum.at
http:// www.ICTCT.org
EWGOSC – The European Working Group On Speed Control欧州速度制御実施部会
連絡先: Oliver Carsten


JATP – The Japanese Association of Traffic Psychology日本交通心理学会
谷口俊治（準備委員会）

椙山女学園大学文化情報学部

E-mail: tanshn@ci.sugiyama-u.ac.jp

           tanshn@aol.com (上記不調時)
464-8662　名古屋市千種区星が丘元町17-3

Tel: +81 52 781 6348        Fax: +81 52 781 6651
Mob: +81 90 9929 8842
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国際交通安全理論構想協会

JATP

日本交通心理学会

and

EWGOSC

欧州速度制御実施部会
共　催

速度制御ワークショップ
2002年5月19, 20日　名古屋

参加のご案内とプログラム
ワークショップ参加費

a 会  員

先進国一般7,000（1日5,000）円（61, 44 Euro）

途上国（東欧）一般3,000円（26 Euro）

院生・学生3,000円（26 Euro）
b 非会員

先進国一般10,000（1日6,000）円（87, 52 Euro）

途上国（東欧）一般7,000円（61 Euro）

院生・学生3,000円（26 Euro）
宿泊
　ホテルメルパルク名古屋(会場まで地下鉄で15分)が新しく、中クラスのホテルとしておすすめです。

シングル6,930円（60 ユーロ）
ツイン  13,629円（119ユーロ）
（浴衣、洗面具付き、朝食はありません）

　このホテルを希望される方は、電話か電子メールでホテルに直接ICTCTと申し添えてご予約下さい。海外からの参加者については、約20％の割引を予定しています（5日以内）。

Tel: 052 937 3535
E-mail: mielfront@mwa.biglobe.ne.jp

　予約がうまく行かなかったり、和室やより豪華な部屋をご希望の場合は、準備委員会谷口宛に電子メールでお問い合わせ下さい。

E-mail: tanshn@ci.sugiyama-u.ac.jp

その他

　名古屋は5月の気温が16-25°で快適な湿度です。 空港、ホテル、会場周辺のアクセス、それに名古屋市や日本食等に関する詳細な情報は後ほどご案内します。
_1032075726.doc
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